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令和６年度の決算などを審議しました
令和７年第３回定例会では、令和６年度決算に関わる議案や「町の名称を変更する件」などの議案25件、
意見書４件を全会一致または賛成多数で認定または可決しました。

令和６年度決算の概要※

可決した主な議案

町の名称を変更する件

可決した主な意見書（概要）

国土強靱化に資する道路整備等に関する意見書
きょう じん

保育・教育の環境整備

上記を含む可決した4件の意見書の全文は、
市議会ホームページ（https://www.city.sapporo.jp/gikai/html/ikensho.html）
に掲載しています。

▲意見書

水車町は“すいしゃまち”になりました！

豊平区にある水車町の名称について、“すいしゃちょう”から地域に定着している“すいしゃまち”
に変更する議案「町の名称を変更する件」を可決しました。
今回、市に要望書を提出した旭水町内会の高橋恒夫会長に、これまでの経緯や町の名称を
変更することへの思いなどをお聞きしました。

“すいしゃまち”で統一したいという長年の思い
　地元では、昔から『すいしゃまち』と呼んでいて、本当はどちらが正しいのか？という疑問が
あったんです。数年前から機運が高まり、町内会で話し合いを重ねて名称の変更を要望するこ
とになりました。

署名を集めるため、最後は一軒一軒ローラー作戦！
　２月27日に1,060名分の署名などを市に提出しました。その後、市の現地調査と住居表示
懇談会を経て、町名変更案が議会に提出され可決されました。地元では、昨年11月から地域
一丸となって署名を集めて、念願の名称変更につなげることができました。

▲「町内会の団結があったから
できた。地域の思いが一つ
になった結果です。」と語る
豊平区旭水町内会の高橋恒夫
会長

▲ほっかいどうGX大運動会ウェルネスパークの様子
　（2025年２月）
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その他の議案および議決結果は、9ページのほか市議会ホームページに掲載しています。

令和６年度の一般会計決算は、最終予算額1兆3,306億円に対して、歳入が1兆2,402億円、歳出が
1兆2,303億円となり、収支は99億円の黒字となりました。ここから翌年度への繰越額57億円を
差し引いた実質収支は42億円の黒字となり、そのうち22億円を財政調整基金に積み立てました。

以下の経費など、全会計総額6億2,700万円を増額する補正予算を可決しました。
●マイナンバーカードセンターの追加設置　●ＧＸファンドへの出資

一般会計の歳入・歳出内訳歳出決算額内訳

令和７年度の補正予算

教育費
656億円

環境費
423億円

保健福祉費
5,034億円 
保健福祉費
5,034億円 

職員費
1,627億円 
職員費

1,627億円 
土木費

1,177億円 
土木費

1,177億円 

経済費
955億円 
経済費
955億円 
公債費
959億円 
公債費
959億円 

その他
1,473億円 
その他

1,473億円 

総額　1兆8,894億円

一般会計
1兆2,303億円

特別会計
3,887億円

企業会計
2,705億円

歳入
1兆2,402億円

歳出
1兆2,303億円

市税
3,567億円 
市税

3,567億円 

国庫支出金
3,133億円 
国庫支出金
3,133億円 

地方交付税
1,532億円
地方交付税
1,532億円

市債
954億円
市債
954億円

その他
3,216億円
その他

3,216億円

※数値は原則として計数ごとに四捨五入で表示しているため、各数値とその内訳の累計額とは一致しない場合があります

きょくすい たか はし つね お

令和６年度の主な事業

01 子ども・子育て支援 02 GX・脱炭素経済活性化 03 ウェルネス（健康）ユニバーサル（共生）

　近年、我が国では気象災害が激甚化・頻発化しているほか、高度成長期以降に集中的に整備された
インフラが今後一斉に老朽化します。
　今後、市民や本市を訪れる人の安全・安心を図るとともに、国内外から人や投資を呼び込む魅力と活力
溢れるまちづくりを進めるためには、安定的な除排雪体制の確保や、北海道新幹線の札幌開業を見据え
た札幌駅周辺の再整備、老朽化した都市基盤の更新などが求められます。
　そのため、地方財政が依然として厳しく、また資材価格や人件費の高騰などに対応しなければならない
中でも、防災・減災、国土強靱化に必要な予算を継続的かつ安定的に確保することが重要です。
　そこで、国会および政府に対し、次の事項を実施するよう求めます。
①計画的かつ長期安定的に道路の整備や維持管理を進めるために必要な予算を確保すること。
②橋梁、トンネル、舗装等の老朽化対策や無電柱化などを着実に進めるために必要な予算•財源を、
　今後の資材価格・人件費高騰などの影響を適切に反映した上で確保すること。
③緊急自然災害防止対策事業債の延長を含めた地方財政措置制度の充実を図ること。
④地域の安全な暮らしや経済活動を支える道路の整備を図るとともに、除排雪を含む安定した維持管理
　に必要な予算を確保すること。
⑤道内における災害発生時の迅速かつ円滑な復旧体制の確保を図ること。

きょうりょう

・学校などへの冷房設備の整備
・老朽化した保育所の施設更新
・認定こども園への移行を支援

第2子以降の保育料無償化

年収や兄弟姉妹の年齢差による
要件を撤廃して、第２子以降の
保育料を無償化しました。

太陽光発電設備の導入

・太陽光発電設備の市有施設への
 さらなる導入
・市民や民間事業者への導入支援
・脱炭素化推進基金の新設

都市型スノーリゾートとして
の世界的なブランド化

市 内スキー場 の
魅力アップや冬季
の観光コンテンツ
の造成に対する補
助を実施しました。

健康プロモーションの実施

若年層や働く世代などを中心に、
企業と連携したプロモーションな
どを進めました。

意見書とは、市政の発展に必要な事柄の実現を要請するため、
市議会の意思を決定して、国会や政府などに提出するものです。

げき じん


